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説

五

ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
成
長
の
前
提

ガ
リ
l
に
完
全
な
主
権
が
欠
け
て
い
た
た
め
に
も
ち
こ
ま
れ
た
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
の
道
具
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
成
長
の
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
ま
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5命

第
四
に
、
外
国
資
本
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
流
れ
こ
ん
だ
資
本
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

ノ、

ン

れ
と
も
そ
れ
は
、

ず、
十
九
世
紀
後
半
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
経
済
成
長
の
意
味
お
よ
び
そ
の
前
提
条
件
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
し
た
認
識
を
も
っ
必
要
が
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
含
む
東
欧
諸
国
に
と
っ
て
、
も
し
彼
ら
が
、
近
代
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
系
列
か
ら
完
全
に
取
り

残
さ
れ
後
進
的
・
停
滞
的
・
半
植
民
地
的
な
従
属
関
係
の
う
ち
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
欲
し
な
い
な
ら
ば
、
で
き
る
だ
け
急
速
か
つ
包
括
的

に
工
業
化
を
進
め
、
経
済
成
長
の
道
に
足
を
ふ
み
出
す
こ
と
は
、
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
的
な

経
済
成
長
の
前
提
条
件
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
時
期
の
聞
に
、
西
欧
諸
国
と
同
じ
程
度
に
は
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
工
業

化
と
近
代
的
な
経
済
成
長
の
出
発
点
に
達
し
た
と
き
、
そ
れ
は
西
欧
諸
国
に
比
べ
て
時
期
的
に
立
ち
お
く
れ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
実

質
的
な
発
展
の
水
準
が
は
る
か
に
低
く
、
社
会
H

経
済
構
造
も
著
し
く
旧
式
で
あ
る
な
ど
、
多
く
の
不
利
な
条
件
を
か
か
え
て
い
た
が
、

こ
う
し
た
事
情
は
ま
さ
に
歴
史
的
背
景
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

十
五
世
紀
中
葉
か
ら
十
九
世
紀
中
葉
に
至
る
四
世
紀
聞
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
部
と
東
部
の
差
異
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

西
方
で
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
支
配
的
と
な
り
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
国
家
と
社
会
が
生
ま
れ
た
が
、
東
方
で
は
、
封
建
制
の
最
後

の
特
殊
形
態
で
あ
る
「
再
版
農
奴
制
」
が
発
展
し
た
。
そ
れ
は
、
農
奴
の
賦
役
労
働
に
よ
る
商
品
生
産
的
な
大
農
場
を
基
盤
と
し
、
土
地

貴
族
の
経
済
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
移
行
の
開
始
は
数
世
紀
間
延
期
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
関
東
欧
諸
国
は
、
農
産
物
の
輸
出
に
よ
っ
て
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
世
界
市
場
へ
徐
々
に
引
き
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
け
れ
ど



も
、
こ
の
こ
と
は
、
な
ん
ら
彼
ら
の
後
進
性
を
排
除
し
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
両
半
部
の
聞
に
そ
れ
ぞ
れ
一
方
に
偏
し
た
農
業
と
工
業

の
分
業
関
係
が
成
立
し
た
こ
と
は
、
西
欧
で
は
資
本
の
蓄
積
と
資
本
主
義
の
発
達
を
一
段
と
促
進
し
た
が
、
東
欧
で
は
封
建
的
な
生
産
条

件
の
強
化
と
工
業
の
停
滞
を
引
き
お
こ
す
結
果
に
な
っ
た
。
十
八
世
紀
末
以
前
に
東
欧
に
姿
を
現
わ
し
た
唯
一
の
資
本
形
態
で
あ
る
商
業

資
本
は
、
封
建
的
な
生
産
機
構
を
そ
の
ま
ま
温
存
し
た
。

tコ

し
か
し
こ
う
し
た
東
欧
で
も
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
さ
さ
や
か
な
が
ら
農
業
生
産
を
合
理
化
し
最
小
限
の
基
礎

部
門
(
道
路
と
水
路
)
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
企
て
が
現
わ
れ
る
と
と
も
に
、
資
本
主
義
的
工
業
の
最
初
の
芽
が
、
農
村
の
小
工
業
、
前

貸
制
度
、

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
な
ど
の
形
で
よ
う
や
く
姿
を
み
せ
は
じ
め
た
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
規
模
が
小
さ
く
弱
体
で
あ
っ
た

う
え
に
、
最
後
の
封
建
制
に
妨
げ
ら
れ
て
上
昇
を
は
ば
ま
れ
、
近
代
的
な
経
済
成
長
に
必
要
な
前
提
条
件
を
満
足
な
程
度
に
生
み
出
す
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
西
欧
諸
国
で
は
、
初
期
資
本
主
義
的
な
い
し
前
工
業
的
発
展
が
工
業
資
本
主
義
の
た
め
の
基
礎
を

お
き
、
近
代
的
な
経
済
成
長
と
産
業
革
命
の
前
提
を
成
熟
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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東
欧
で
も
、
十
九
世
紀
の
聞
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
法
的
・
政
治
的
・
社
会
的
改
変
|
|
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
、
民
族
解
放
戦
争
、
上
か
ら

の
改
革
措
置
な
ど
ー
ー
が
行
な
わ
れ
は
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
西
欧
の
場
合
と
違
っ
て
、
資
本
主
義
的
生
産
力
の
は
る
か
に
低
い
発
展
レ

た
と
え
封
建
的
な
生
産
条
件
や
法
的
・
政
治
的
制
度
が
除
去
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
、
資
本
主
義
的
発
展
と
近
代

ベ
ル
で
起
こ
っ
た
か
ら
、

的
工
業
化
の
道
を
潜
在
的
に
か
つ
遠
い
将
来
へ
の
見
通
し
に
お
い
て
指
し
示
し
た
に
す
ぎ
ず
、
包
括
的
な
経
済
成
長
な
い
し
爆
発
的
な
産

業
革
命
が
た
だ
ち
に
そ
れ
に
続
く
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
数
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
的
経
過
の
差
が
、
経
済
成
長
へ
の
出
発
に
あ
た
っ
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て
、
西
欧
と
東
欧
の
聞
に
大
き
な
水
準
の
隔
た
り
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
中
葉
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
も
、
農
業
部
門
は

な
お
生
産
性
が
低
く
、
大
き
な
労
働
力
を
必
要
と
し
た
。
工
業
的
基
盤
も
異
常
に
発
達
が
お
く
れ
、
し
か
も
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。
道
路

そ
の
他
の
基
礎
部
門
の
建
設
は
最
小
限
に
と
ど
ま
り
}
、
所
得
・
貯
蓄
・
消
費
の
水
準
は
低
く
、
圏
内
市
場
も
断
片
的
で
、
信
用
と
資
本
は



説

慢
性
的
に
不
足
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
生
産
の
諸
要
因
は
、
近
代
的
な
経
済
成
長
を
始
め
る
の
に
必
要
な
最
低
限
の
レ
ベ
ル
に
も
達
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

北法25(4・4)304

'1~‘ 
両岡

そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
経
済
成
長
や
工
業
化
に
関
連
す
る
課
題
の
リ
ス
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
に
続
く
一
世
紀
の

聞
に
、
実
質
的
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
お
り
、
経
済
成
長
や
工
業
化
を
は
じ
め
る
際
の
経
済
的
n
科
学
技
術
的
標
準
も
、
こ
れ
ま
た
高
く
な

っ
て
い
た
。
既
成
の
近
代
的
な
科
学
技
術
や
組
織
を
、
開
発
の
た
め
の
費
用
や
努
力
を
払
う
こ
と
な
し
に
先
進
諸
国
か
ら
摂
取
で
き
る
点

は
、
未
発
達
国
に
と
っ
て
た
し
か
に
一
つ
の
好
条
件
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
を
摂
取
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
別
の
重
大
な
困
難

が
つ
き
ま
と
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
科
学
技
術
の
革
命
は
既
存
の
生
産
方
法
・
設
備
・
財
源
の
う
え
に
行
な
わ
れ
、
技
術
的
標
準
や
工

業
化
の
た
め
の
費
用
は
内
生
的
諸
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
が
、
お
く
れ
て
登
場
し
た
国
の
場
合
に
は
、
機
械
化
さ
れ
た
大
工
業
、
最

新
式
の
農
業
、
輸
送
機
関
な
ど
に
お
け
る
技
術
的
水
準
や
資
本
の
必
要
は
、
最
も
進
ん
だ
工
業
国
の
水
準
に
も
と
、
、
つ
い
て
国
際
的
に
打
ち

立
て
ら
れ
た
基
準
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
一
ヤ
こ
う
し
て
、
近
代
的
工
業
化
の
必
要
か
ら
生
ず
る
生
産
諸
要
因
へ
の
需
要
と
、
国
内
で

そ
れ
を
供
給
し
う
る
能
力
と
の
聞
の
裂
け
目
は
、
未
発
達
諸
国
で
は
、
十
九
世
紀
の
聞
に
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
う
え
、
そ

こ
で
は
、
農
業
の
発
展
、
第
一
次
資
材
の
生
産
、
基
礎
部
門
の
建
設
、

工
業
の
機
械
化
、
近
代
的
な
国
家
機
構
の
整
備
な
ど
が
一
時
に
議

事
日
程
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
い
ず
れ
も
、
集
中
的
な
投
資
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
富
市
情
の
も
と
で
は
、
東
欧
諸
国
は
、
彼
ら
自
身
の
園
内
財
源
に
依
存
し
て
は
、
経
済
成
長
を
始
め
る
の
に
必
要
な
多
額
の
資

金
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
し
、
熟
練
労
働
者
・
専
門
の
イ
ン
テ
リ
・
設
備
・
科
学
技
術
等
の
生
産
諸
要
因
に
つ
い
て
も
、
事
情

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
国
内
資
金
の
唯
一
の
源
泉
は
大
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
封
建
的
な
過
去
の
伝
統
を
背
負

は
似
て
い
た
。

っ
て
気
前
の
よ
い
生
活
の
習
慣
を
も
ち
、

そ
の
考
え
方
も
保
守
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
ル

l
ト
を
通
じ
て
工
業
化
に
資
金
を
供
給
す
る

こ
と
は
、

不
可
能
に
近
か
っ
た
。
近
代
的
な
経
済
成
長
の
た
め
の
資
金
の
需
要
と
、

そ
れ
の
国
内
的
供
給
と
の
聞
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が



存
在
す
る
か
、
ぎ
り
、
経
済
的
発
展
の
た
め
に
は
、
外
部
の
資
本
を
利
用
し
、
生
産
の
諸
要
因
を
先
進
諸
国
か
ら
輸
入
す
る
ほ
か
な
か
っ
た

ま
ず
こ
の
点
を
は
っ
き
り
頭
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

の
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
外
国
資
本
の
役
割
を
評
価
す
る
際
に
は
、

ら
な
い
。

同

(
1
〉
以
下
の
叙
述
は
、
次
の
諸
蓄
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
肘
-
z
o常
任
E
目
F

Z

N
日
明
日
開
。

ι
2
2同2
3
z
-
ω
口
宮
ロ
ロ
ロ
Z
-
n
E
C口問
3・
2
邑

E

ω
r
i
g・
2
0
ω
!
?
一
u
g
u
F・
ζ
ι
r
r
p
.
0
5
E
E三
島
問
。
《
山
2

3
ユE
E
E
r
r
-
m
G
N
U
-
g
M
W
H
M仲3
n
r
r口問

C
口容
B
ω
-
E
一
印
-
吋
・

v
r
z
E
R
F
3
3巳
L
E
E
E
C
ユg
E
W
回
ロ
島
問
胃
ωグ
呂

田

ω
乙・

ω
N
c
p
a
d
s
伊
豆
同
2
2
3
5
C口容
5
5
5
1コ
・
』
ω
F
Eロ
L
2同・
3
F
E

山一
Nm-問自
S
L
H
J
H
-
F
n
F
E
U
-
o
戸口四日仲田口
ro
〉四
3
3口
言
-nr-E四
百
回
一

m
l一寸・

r
r
E
E
O円
ゲ
〉
σr-mmEm
〈

0
5
4
2
Zロ
3
向性出口
7
3

開口円三
nr一ロロ四
ω
m
g問
、
、
以
瓦
♂
自
民
O
Z
S
2
u
F念
宮
F
3
2・
な
お
、
南
塚
信
五
回
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
「
東
欧
』
経
済
史
研
究
の
諸
問
題
「
|

封
建
制
か
ら
資
本
制
生
産
へ
|
|
」
『
ス
ラ
プ
研
究
』
一
九
、
一
九
七
四
年
、
参
照
。

(
2
)

適
当
な
交
通
機
関
の
欠
如
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
近
代
化
に
と
っ
て
重
大
な
障
害
で
あ
っ
た
。
陸
上
の
輸
送
は
、
悪
路
と
時
代
お
く
れ
の
道
路
網
に
妨

げ
ら
れ
、
水
路
も
な
お
航
行
に
適
し
な
か
っ
た
。

ωN品目
70
ミ
F

が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
ま
で
は
、
ド
ナ
ウ
川
と
テ
ィ
サ
川
の
水
を
調
整
し
、
ド
ナ

ウ
川
の
航
行
の
た
め
に
基
盤
を
お
こ
う
と
す
る
計
画
を
始
め
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
鉄
道
の
建
設
は
一
八
四

0
年
代
に
始
ま
っ
た
が
、
一
八
四
八
年
ま

で
に
実
際
に
完
成
さ
れ
た
線
路
は
ニ

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
ず
、
全
体
と
し
て
の
輸
送
体
制
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
輸
送
事
情
は
、
生
産
物
を
西
欧
の
市
場
に
送
る
こ
と
を
極
度
に
困
難
に
し
た
。

F
H
O
E
S
L
m
E
r
r
-
a開口
D
ロD
ヨ
R
F
a
o
g
g
Z白
tog--mB

、H，Z
H
W
E
g司
]
巾

C『
出
口
口
容
弓
田
仲
同
宮
回
日
間
5
2口
問
。
町
丹
Z
J「
垣
内
口
同
庁
予
の
g
丹
ロ
ミ
¥
・
〉
E
C
Zロ
司
王
。
ミ

J
P
R
r
g
r
w
〈

o--
国・

3
・

ω
・

一
回
目
凶
1
W
H
y
-
品
目
白
.

(
3
)

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
十
九
世
紀
中
葉
以
前
に
は
、
近
代
的
な
信
用
制
度
が
欠
け
て
い
た
。
最
初
の
貯
蓄
銀
行
が
設
け
ら
れ
た
み
は
、
一
八
三
六
年
の

こ
と
で
あ
り
、
真
に
銀
行
の
名
に
値
す
る
最
初
の
も
の
〈
ベ
ス
ト
の
マ
ジ
ャ
1
ル
商
業
銀
行

F
邑
喜
四
百
円

F
a
o
E
E
C
は
一
八
四
一
年
に
設

け
ら
れ
た
が
、
控
え
目
な
規
模
の
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
数
年
間
は
、
ど
ん
な
銀
行
も
設
立
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
八
四
八
年
以
前
に

は
、
わ
ず
か
に
約
五

O
Oの
と
る
に
足
ら
ぬ
貯
蓄
銀
行
が
設
け
ら
れ
た
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
許
可
書
に
よ
れ
ば
、
慈
善
事
業
を
行

な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
銀
行
業
務
に
従
事
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
一
三
五
一
年
に
制
定
さ
れ
た
世
襲
財
産
法
〈
hrz品開
ζ
c
m
)

が
な
お
有
効
で
、
貴
族
の
所
有
地
は
相
続
人
が
限
定
さ
れ
た
財
産
と
考
え
ら
れ
、
十
九
世
紀
前
半
の
聞
は
、
貴
族
の
土
地
は
な
お
抵
当
に
入
れ
る
わ
け
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説

に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。

ω
N
h
n
r
o
ミ
-
が
一
八
三

O
年
に
出
版
し
た
著
書
〉

E
E
〈
信
用
)
の
な
か
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
、
社
会
的
進
歩
と
農

業
の
近
代
化
に
と
っ
て
の
主
要
な
障
害
は
信
用
の
欠
如
で
あ
る
、
と
訴
え
て
い
る
の
は
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
。
三
ω
〈
ω品

F
喜
四
百

Z
Z
E悶
可
品
目

YFg目
白
骨
血
児

g
r
gユ
品

pg.
∞ι合
同
据
え
・
一
∞
回
目
切
刊
百
ロ
ハ
日
開
口

ιmmgrF・
C
官

-
i丹
・
・
唱
・
一
回
印
・

(
4
)
ω
・
穴

6
5
F
F
F
L
2口
付

no口
C
S
K
C
B君
子
-
m
ω
F
2
2
2
5
0
2仏

ω司
『

E
チ

Z
0
2
z
h〈
O
D
-
-
U白
白

W
3・
A∞口
l
A∞N
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論

ーノ¥

外
国
資
本
の
役
割

l
l第
一
期

以
上
の
視
点
に
立
っ
て
、
次
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
外
国
資
本
の
役
割
を
具
体
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
九
世
紀
中
葉
以
後
、
先
進
西
・
中
欧
諸
国
|
|
イ
ギ
リ
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
や
や
お
く
れ
て
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア

1
i

で
は
、
輸
出
に
向
け
う
る
資
本
の
量
が
急
速
に
増
加
し
、
求
め
ら
れ
た
だ
け
の
資
本
を

l
i
同
時
に
機
械
・
専
門
家
な
ど
も

l
l経
済
成

長
に
の
り
出
し
た
東
欧
諸
国
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
外
国
資
本
を
ひ
き
つ
け
た
も
の
が
、
そ
れ
ら
の
諸
国
に
お
け
る

よ
り
高
い
収
益
の
可
能
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
十
九
世
紀
前
半
に
は
資
本
の
輸
出
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
世
紀
中
葉
に
も
、
輸
出
資
本
は
年
額
八
二
、

0
0
0、
0
0
0
フ
ラ
ン
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
十
九
世
紀
の
最
後
の

十
年
間
に
は
、
年
額
五
O
O
、

0
0
0、
0
0
0
フ
ラ
ン
に
達
し
、

O、

0
0
0、
0
0
0
フ
ラ
ン
に
の
ぼ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、

さ
ら
に
一
八
九
八

l
一
九
一
三
年
の
時
期
に
は
、
年
平
均
て
三
五

一
八
六

0
年
代
に
は
、
純
蓄
積
資
本
の
わ
ず
か
一
三
広
が
輸
出
さ
れ
た
に

す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

一
八
七
五

J
一
八
八
O
年
の
聞
に
は
、
純
蓄

一
八
八
五

l
一
八
九
四
年
の
間
に
は
、
五
一
%
に
増
加
し
て
い
る
。

ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
の
東
部
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
外
国
の
投
資
は
、
他
の
東
欧
諸
国
に
対
し
て
よ
り
も
数
十
年
は
や
く
行
な
わ
れ
、

十
九
世
紀
中
葉
ま
で
に
す
で
に
か
な
り
の
額
に
達
し
て
い
た
が
、
一
八
六
七
年
の
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
後
、
さ
ら
に
著
し
く
増
大
し
た
。
そ

の
際
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
投
資
も
相
当
の
額
に
の
ぼ
っ
た
が
、
特
に
目
を
ひ
く
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
資
本
で
あ
る
。
ォ

l
ス

一
八
八

0
年
代
に
は
、
二
O
%
に
増
加
し
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

積
資
本
の
二
九
%
が
輸
出
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
が
、



ト
リ
ア
か
ら
は
じ
め
て
か
な
り
の
額
の
投
資
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、

一
八
四
九
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
独
立
戦
争
敗
北
の
直
後
で
あ
り
、
以
後

そ
れ
は
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
が
、
十
九
世
紀
の
最
後
の
数
十
年
間
に
み
ら
れ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
工
業
の
注
目
す
べ
き
発
展
は
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
投
資
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
資
本
の
貢
献
度
は
、
他
の
諸
外
国
の
財
界
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
を
よ
ま
わ
る
も
の
が

あ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
投
資
さ
れ
た
資
本
の
多
く
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
き
た
こ
と
は
、
ま
ず
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
債
の
構
成
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
第
一
次
大
戦
前
夜
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
債
の
約
五
五
%
(
八
、

∞ 

四

O
O、
0
0
0、
0
0
0
ク
ラ
ウ

γ
弱
〉
は
外
国

債
権
者
の
手
中
に
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
外
債
の
過
半
(
約
四
、
七

O
O、
0
0
0、
0
0
0
ク
ラ
ウ
ン
〉
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
借
入

れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
国
債
の
ほ
か
に
、

一
八
七
三

1
一
九

O
O年
の
間
に
は
約
二
五

O
、

0
0
0、
0
0
0
ク
ラ
ウ
ン
の
公
債
が

外
国
の
債
権
者
に
入
手
さ
れ
た
が
、
こ
の
場
合
に
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
引
き
受
け
た
金
額
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
際
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と

の
政
治
的
・
経
済
的
な
つ
な
が
り
が
、
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ハ
ン
ガ
リ
ー
に
有
利
な
条
件
を
保
証
し
、
多
大
の
便
宜
を
与
え
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
輸
入
さ
れ
た
外
国
資
本
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
ど
の
よ
う
な
産
業
部
門
に
投
資
さ
れ
、
経
済
成
長
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
及

ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
時
間
的
経
過
の
う
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
役
割
の
変
化
を
み
泣
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
、
順
次
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、

一
八
六
七
l
一
九
一
四
年
の
時
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
的
発
展
は
、
西
欧
の
先
進
工
業
諸
国
に
み
ら
れ
た
成

む
し
ろ
そ
れ
か
ら
大
き
く
そ
れ
て
い
た
。
西
欧
諸
国
に
比
べ
て
時
間
的
に
立
ち
お
く
れ
、
実
質
的
な
発
展
の

北法25(4・7)307

長
過
程
と
同
一
で
は
な
く
、

水
準
が
一
段
と
低
く
、

い
っ
そ
う
お
く
れ
た
社
会
H

経
済
構
造
を
も
つ
な
ど
、
多
く
の
不
利
な
条
件
の
も
と
に
工
業
化
と
近
代
的
な
経
済

成
長
の
出
発
点
に
た
ど
り
つ
い
た
東
欧
諸
国
は
、
す
で
に
確
立
さ
れ
た
国
際
的
分
業
の
枠
組
の
な
か
で
、

工
業
化
さ
れ
た
西
欧
の
食
糧
と

原
料
の
需
要
を
充
た
す
部
門
に
|
|
ま
ず
農
業
に
、

つ
い
で
食
品
工
業
と
第
一
次
資
源
ハ
木
材
・
鉱
山
・
石
油
)
の
開
発
に
、
力
点
を
お



説

か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
輸
送
と
交
通
の
革
命
を
す
で
に
通
過
し
て
い
た
十
九
世
紀
後
半
に
は
、
伝
統
的
・
旧
式
な
基
礎
部
門

の
う
え
で
は
、
経
済
成
長
は
成
功
の
見
込
み
を
も
ち
え
な
か
っ
た
か
ら
、
交
通
と
輸
送
の
近
代
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
建
設
に
も
、
重
点

吾'.L).
白岡

が
お
か
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
東
欧
で
は
、
経
済
成
長
に
最
初
の
刺
激
を
与
え
た
の
は
、
資
本
主
義
化
し
つ
つ
あ
る
農
業
の
も
た

ら
し
た
生
産
と
輸
出
の
急
速
な
発
展
で
あ
り
、
近
代
的
な
基
礎
部
門
の
大
規
模
な
建
設
で
あ
り
、
国
家
と
社
会
の
基
本
的
な
共
同
施
設
の

充
実
で
あ
っ
て
、
産
業
革
命
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
工
業
も
急
ピ
ッ
チ
で
発
展
し
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
の
基
礎
は
せ
ま
く
、

機
械
化
は
あ
る
種
の
部
門
や
工
程
に
眠
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、

す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

工
業
は
な
お
か
な
り
の
問
、
経
済
成
長
の
過
程
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
産
業
革
命
の
展
開
と
関
連
す
る
諸
現
象
は
、

よ
う
や
く
現
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

一
八
八

0
年
代
の
末
か
ら
九

0
年
代
に
か
け
て

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、

さ
き
の
「
四
」
の
考
察
に
、
若
干
の
修
正
を
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
主
と
し
て
純
経
済
的
見
地
か

ら
検
討
が
行
な
わ
れ
た
た
め
に
、
二
重
帝
国
時
代
を
一
括
し
て
取
扱
い
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
が
、
問
題
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た

そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
二
重
帝
国
時
代
を
通
じ
て
生
じ
た
歴
史
的
変
化
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

め
に
は
、

一
八
四
八
J
四
九

年
の
革
命
以
後
第
一
次
大
戦
に
至
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
的
発
展
を
展
望
す
る
と
き
、
そ
の
傾
向
と
速
度
の
点
か
ら
、
大
き
く
前
後
二
つ

の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
内
の
関
税
障
壁
が
撤
廃
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

聞
に
共
同
関
税
地
域
が
設
け
ら
れ
た
一
八
五

O
年
、
す
な
わ
ち
新
絶
対
主
義
の
開
始
期
に
は
じ
ま
っ
た
。
最
初
の
十
五
年
間
は
、
経
済
成

長
は
な
お
比
較
的
緩
慢
で
あ
っ
た
が
、
鉱
業
・
鉄
道
建
設
・
製
粉
・
穀
物
栽
培
な
ど
の
指
導
的
経
済
部
門
は
、
六

0
年
代
中
葉
の
に
わ
か

景
気
と
政
治
的
強
化
〈
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
)
に
強
く
刺
激
さ
れ
、
そ
れ
に
続
く
二
十
五
年
間
は
、

ク
・
オ
フ
段
階
」
の
準
備
期
と
も
い
う
べ
き
時
期
で
あ
っ
た
。
第
一
期
に
お
い
て
は
、

ロ
ス
ト
ウ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
テ
イ

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
資
本
主
義
経
済
に
対
す
る
融
資
の

主
要
な
源
泉
は
、
外
国
資
本
で
あ
り
、

そ
の
大
部
分
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
流
れ
こ
ん
だ
。
農
業
と
食
品
加
工
の
利
益
か
ら
生
じ
た
国
内
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の
資
本
蓄
積
も
な
く
は
な
か
っ
た
が
、
前
者
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
比
重
が
軽
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
外
国
資
本
が
投
下
さ
れ
た

の
は
、
主
と
し
て
農
業
、
食
品
加
工
、
鉱
業
、
鉄
製
品
の
製
造
、
大
量
な
商
品
交
換
を
可
能
に
す
る
最
新
式
交
通
網
の
建
設
、
近
代
的
な

信
用
制
度
の
整
備
と
い
っ
た
方
面
で
あ
っ
た
。

外
国
資
本
が
多
額
に
貸
付
け
ら
れ
た
分
野
と
し
て
は
、

ま
ず
農
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
大
銀
行
は
直
接
ハ

ン
ガ
リ
l
の
大
地
主
に
貸
付
け
を
行
な
い
、
二
十
世
紀
へ
の
転
換
時
に
は
総
額
四

O
O、
0
0
0、
0
0
0
ク
ラ
ウ
ン
に
達
し
た
が
、
そ

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
銀
行
の
発
行
す
る
抵
当
債
券
を
外
国
の
資
本
家
が
引
受
け
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

れ
に
も
増
し
て
重
要
な
の
は
、

同

一
八
七
三
年
に
は
約
一
一

O
、

0
0
0、
0
0
0
ク
ラ
ウ
ン
で
あ
っ
た
が
、
十
九
世
紀
末
に
は
六
五

O
、

0
0
0、
0
0
0
ク
ラ
ウ
ン
に

増
加
し
て
い
る
。

一
九
一
四
年
以
前
に
、
農
業
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
成
長
の
う
え
で
支
配
的
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
、

一
九
一
三
年
の
時
期
の
生
産
物
総
量
の
約
六
二
%
が
農
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。
十
九
世
紀
後
半
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
農
業
は
、
そ
れ
が
経
済
構
造
の
な
か
で
優
位
を
し
め
た
こ
と
、
価
格
の
変
動
が
そ
れ
に
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
、
農
産
物
の

国
内
お
よ
び
国
外
市
場
が
た
え
ず
増
大
し
て
需
要
が
途
切
れ
な
か
っ
た
こ

μ
、
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
急
速
に
成
長
し
、
世
紀
末
の
農
業

危
機
の
阻
止
的
効
果
を
も
割
に
う
ま
く
中
和
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
封
建
時
代
に
由
来
す
る
大
所
有
地
が
優
位
を
し
め
た

た
め
に
、

一
八
六
七
J
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い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
イ
セ
ン
型
」
の
発
展
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
封
建
期
に
大
規
模
な
市
場
向
穀
物
栽
培
の
基

礎
を
お
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
所
有
地
は
、
十
八
世
紀
末
以
後
輸
出
を
ま
す
ま
す
橋
大
さ
せ
、
生
産
の
近
代
化
を
目
ざ
し
資
本
主
義
的
労

働
組
織
を
発
展
さ
せ
る
方
向
に
向
か
っ
た
。
賦
役
制
の
廃
止
は
一
時
的
困
難
を
引
き
お
こ
し
た
が
、
そ
れ
も
、
国
家
補
償
お
よ
び
土
地
信
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用
制
度
に
助
け
ら
れ
、

ま
た
国
際
的
な
需
要
の
増
大
に
よ
る
農
産
物
価
格
の
上
昇
や
、
鉄
道
網
の
建
設
に
伴
う
輸
送
可
能
性
の
拡
大
な
ど

に
よ
っ
て
、
比
較
的
短
期
間
に
克
服
さ
れ
た
。
そ
し
て
十
九
世
紀
の
最
後
の
三
分
の
一
の
期
間
に
、
大
所
有
地
の
多
く
は
大
規
模
な
資
本

主
義
的
耕
作
に
転
換
し
、
農
業
の
指
導
的
部
門
に
な
っ
た
が
、
こ
の
過
程
で
、
外
国
資
本
の
果
た
し
た
役
割
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。



説

な
お
、
農
業
の
成
長
が
工
業
製
品
に
対
す
る
市
場
と
消
費
需
要
を
拡
大
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
た
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

論

し
か
し
そ
の
反
面
、
全
体
と
し
て
の
経
済
成
長
か
ら
み
れ
ば
、
農
業
が
支
配
的
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
、
若
干
の
阻
害
的
効
果
を
伴
う

結
果
に
な
っ
た
。
農
業
の
成
長
度
は
急
速
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
収
穫
と
生
産
性
は
満
足
す
べ
き
速
度
で
上
昇
し
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
農
業
以
外
の
部
門
の
成
長
の
割
合
は
、
実
質
的
に
は
農
業
の
そ
れ
を
上
ま
わ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

一
八
六

0
年
代
に
は
、
前

一
九
一
三
年
に
は
四
四
%
を
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
農

者
は
物
的
生
産
物
の
二
五
%
を
し
め
る
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
の
に
、

業
が
構
造
上
優
位
を
し
め
た
こ
と
は
、
労
働
力
と
蓄
積
資
本
の
不
相
応
に
大
き
な
部
分
を
終
始
そ
こ
に
引
き
つ
け
る
結
果
に
な
り
、
成
長

ま
た
全
体
と
し
て
の
所
得
と
生
産
性
の
水
準
の
う
え
に
、
抑
制
的
な
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
プ
ロ
イ
セ
ン
型
」
農
業
シ
ス
テ
ム
の
故
に
、

率
の
う
え
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
的
・
社
会
的
・
政
治
的
構
造
の
な
か
に
は
、
多
く
の
伝
統

的
・
封
建
的
残
俸
が
保
存
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
経
済
成
長
を
阻
害
す
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
十
九
世
紀
前
半
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

改
革
を
開
始
し
か
っ
指
導
し
た
土
地
貴
族
は
、
新
し
い
秩
序
の
な
か
に
も
自
己
の
支
配
的
地
位
の
か
な
り
の
部
分
を
生
か
し
続
け
、
弱
体

で
数
の
少
な
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
対
峠
し
て
、
経
済
生
活
・
政
治
生
活
の
手
綱
を
依
然
握
り
続
け
て
い
た
が
、
保
守
的
な
封
建
的
気
質

の
支
配
階
級
お
よ
び
政
治
的
エ
リ
ー
ト
の
か
な
り
の
部
分
は
、
近
代
的
な
経
済
成
長
特
に
工
業
化
の
問
題
に
は
、
好
意
的
な
態
度
を
一
不
さ

な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
経
済
的
H

社
会
的
構
造
を
変
え
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
政
治
に
お
け
る
自
己
の
指
導
的
地
位
を

危
険
に
さ
ら
す
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
成
長
の
出
発
期
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
、
広
義
の
基
礎
部
門
の
整
備
|
|
輸
送
と
交
通

網
、
水
路
、
公
共
土
木
事
業
、
都
市
の
建
設
等
ー
ー
で
あ
り
、
二
重
帝
国
時
代
に
な
さ
れ
た
全
投
資
の
半
分
以
上
は
、
こ
の
領
域
に
向
け

次
に
、

ら
れ
た
。
最
初
は
農
業
生
産
の
発
展
を
助
け
る
た
め
に
基
礎
部
門
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
農
業
の
成
長
に
由
来
す
る
こ
の
意
外

な
授
か
り
物
の
う
え
に
、

工
業
が
発
達
し
た
。

一
九
一
三
年
に
、
再
生
産
可
能
な
固
定
資
本
の
五
七
%
が
こ
の
部
門
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
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と
は
、
特
徴
的
で
あ
る
。

一
八
六
七
J
七
三
年
の
時
期
に
は
、
物
的
生
産
物
総
体
に
対
す
る
投
資
額
総
体
の
比
率
は
、
年
平
均
一
五
J
一
六
%
の
程
度
で
あ
っ
た

し
か
も
全
投
資
額
の
半
分
以
上
は
鉄
道
建
設
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

が
、
そ
の
六

O
w
mは
輸
入
資
本
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
、

一
八
六
七

1
一
九

O
O年
の
時
期
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
鉄
道
網
の
発
達
に
投
資
さ
れ
た
外
国
資
本
は
、
合
計
一
、

0
0
0
ク
ラ
ウ
ン
に
達
し
て
い
る
が
、

五

O
O、
0
0
0、

て

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
鉄
道
建
設
や
回
漕
業
に
対
す
る
融
資
で
と
り
わ
け
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
、

こ
れ
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
金
融
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

∞ 

次
に
工
業
に
目
を
移
そ
う
。
そ
こ
で
は
、
成
長
の
条
件
は
農
業
の
場
合
ほ
と
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
近
代
的

工
業
化
の
出
発
点
と
な
る
べ
き
前
工
業
的
基
礎
が
、
伝
統
的
な
手
芸
工
業
に
お
い
て
も
、
初
期
資
本
主
義
的
組
織
形
態
(
農
村
の
家
内
工

オーストリア=ハンガリ一二重帝国の構造と特質

マ
ニ
ュ
ア
ア
ク
チ
ュ
ア
等
)
に
お
い
て
も
、
極
端
に
限
ら
れ
か
つ
未
発
達
だ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

業
、
前
貸
制
度
、

い
ま
一
つ
は
、

ノ、

ン

ガ
リ
!
の
工
業
が
、
西
・
中
欧
の
産
業
ー
ー
l
主
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
チ
ェ
コ
の
工
場
工
業
|
|
の
つ
く
り
出
す
大
量
で
安
価
な
商
品

と
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
競
争
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
聞
に
共
同
関
税
地
域
が
設
け
ら
れ
、
最
初
の
鉄

一
八
五

O
年
以
後
は
っ
き
り
し
た
形
を
と
っ
て
き
た
。

道
が
建
設
さ
れ
た
あ
と

一
八
回
八
年
前
に
み
ら
れ
た
資
本
主
義
的
工
業
発
展
の

端
緒
は
萎
縮
し
、
大
部
分
の
工
業
部
門
で
は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
紀
世
前
半
に
か
け
て
現
わ
れ
た
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
と
、
機
械

化
さ
れ
た
大
工
業
時
代
に
出
現
し
た
工
場
と
の
聞
に
は
、
な
ん
ら
直
接
の
有
機
的
連
続
性
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
が
て
近
代
的
工
業
化
へ
の
若
干
の
可
能
性
が
現
わ
れ
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
圏
内
の

農
産
物
と
原
料
を
加
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
な
り
の
利
益
を
あ
げ
、
先
進
工
業
諸
国
の
要
求
に
応
じ
て
し
だ
い
に
国
際
市
場
を
拡
大
し
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て
ゆ
く
こ
と
の
で
き
た
工
業
部
門
に
お
い
て
で
あ
り
、
食
品
工
業
・
木
材
工
業
・
鉱
業
・
第
一
次
金
属
生
産
な
ど
が
そ
の
主
要
な
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
前
述
の
基
礎
部
門
の
建
設
に
向
け
ら
れ
た
投
資
が
、
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
あ
る
種
の
重
工
業
部
門
(
鉄
お



説

よ
び
鋼
鉄
工
業
・
機
械
工
業
・
建
築
資
材
工
業
・
炭
鉱
業
な
ど
)
の
発
展
を
刺
激
し
た
こ
と
も
、
看
過
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
ハ
ン
ガ
リ

ー
工
業
の
構
造
は
、
他
の
西
欧
諸
国
と
ち
が
っ
て
、
食
品
工
業
が
支
配
的
地
位
を
し
め
、
軽
工
業
部
門
で
は
製
材
業
が
指
導
的
役
割
を
演

じ
、
重
工
業
部
門
に
も
か
な
り
の
重
要
性
が
お
か
れ
る
と
い
う
形
を
と
り
、
軽
工
業
部
門
の
織
物
工
業
や
被
服
工
業
の
し
め
る
割
合
は
、

不
相
応
に
小
さ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

論

次
に
工
業
へ
の
投
資
を
み
れ
ば
、
こ
の
分
野
に
投
資
さ
れ
た
外
国
資
本
は
、
他
の
経
済
分
野
へ
の
そ
れ
に
比
べ
て
は
な
は
だ
少
額
で
は

も
付
り
つ
こ
:
、

中

du

ナ
'
'
刀

し
か
し
そ
れ
は
強
い
刺
激
と
な
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
工
業
の
発
展
の
う
え
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

一
八
四

九
年
の
独
立
戦
争
の
直
後
に
は
じ
ま
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
投
資
は
、
鉄
道
建
設
や
回
漕
業
の
ほ
か
鉱
業
に
向
け
ら
れ
、

一
八
五

0
年
代

に
は
、
無
煙
炭
鉱
坑
の
全
部
と
褐
炭
鉱
坑
の
七
五
%
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
に
握
ら
れ
、
炭
鉱
業
を
は
じ
め
る
た
め
の
財
源
を
供
給
し
た
の

も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
資
本
で
あ
り
、
砂
糖
工
業
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
外
国
資
本
の
流
入
は
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
後
か
な
り
増
大
し
た
と

は
い
ト
え
、

一
八
六
七
年
か
ら
七
三
年
に
至
る
聞
は
、

工
業
へ
の
投
資
は
な
お
取
る
に
足
ら
ぬ
も
の
で
、
総
計
三
五
、

0
0
0、
0
0
0ク

ラ
ウ
ン
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
特
に
一
八
九

O
年
以
後
、
そ
れ
は
加
速
度
的
に
増
え
、
約
二
四

O
、

0
0
0、
0
0
0ク

ラ
ウ
ン
に
達
し
て
い
る
。
世
紀
の
変
わ
る
一
九

O
O年
こ
ろ
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
製
造
工
業
の
四
二
%
は
完
全
に
外
国
の
資
本
家
に
制

せ
ら
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
株
式
の
大
部
分
を
所
有
し
た
会
社
の
一
八
%
以
上
に
も
、
外
国
人
は
か
な
り
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
問
。
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
投
資
も
多
額
に
の
ぼ
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
投
資
は
過
半
を
し
め
、
十
九
世
紀
の
最
後
の
数
十
年
間
に
お

け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
工
業
の
著
し
い
発
展
の
う
え
で
、
他
国
金
融
グ
ル
ー
プ
の
寄
与
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
そ
れ
に
及
ば
な
か
っ
た
。

一
つ
の
国
家
が
近
代
的
経
済
成
長
の
過
程
に
引
き
こ
ま
れ
る
時
期
が
お
そ
く
、
か
っ
そ
の
国
家
が
構
造
的

次
に
信
用
制
度
を
み
よ
う
。

に
お
く
れ
て
お
り
、

ま
た
そ
の
時
点
で
経
済
的
発
展
の
水
準
が
低
い
ほ
ど
、
経
済
成
長
を
開
始
し
続
け
て
ゆ
く
う
え
で
、
銀
行
そ
の
他
の

一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
も
妥
当
し
、
二
重
帝
国
時
代
の

信
用
制
度
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
は
、
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経
済
的
発
展
が
近
代
的
信
用
制
度
の
急
速
か
つ
広
範
な
発
展
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
は
、

下
の
表
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
旬
。

信
用
制
度
は
、
農
業
の
発
達
を
は
か
る
際
に
、

ま
た
鉄
道
そ
の
他
の
建
設
工
事
の
資
金
調
達
に
あ

た
っ
て
、
同
じ
く
工
業
化
の
資
金
調
達
の
う
え
で
、
国
内
の
貯
蓄
を
集
め
て
投
資
に
導
入
し
ま
た
外

国
か
ら
の
投
資
を
伝
達
す
る
点
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
信
用
制
度
に
対
す

る
投
資
は
比
較
的
少
額
で

一
九

O
O年
以
前
に
は
二

O
O、
0
0
0、
0
0
0
ク
ラ
ウ
ン
に
す
ぎ

。
な
か
っ
た
が
、
信
用
銀
行
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
金
融
生
活
の
う
え
で
ま
た
経
済
一
般
の
う
え
で
果
た
し
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た
役
割
は
、
そ
れ
へ
の
投
資
額
が
示
す
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
。
そ
の
際
、
外
国
の
投
資
は

ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
に
お
い
て
特
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
プ
ダ
ペ
ス
ト
の
諸
銀
行
に
集
中
し
た
こ
と

れ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
外
国
資
本
の
多
く
は
こ
れ
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
資
本
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
近
代
資
本
主
義
経
済
を
指
導
す
る

役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
確
実
で
あ
る
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
後
進
国
に
お
け
る
外
国
資
本
の
意
味
と
役
割
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
経
済
成
長
に
の
り
出
し
た
東
欧
諸
国
は
、
資
本
そ
の
他
の
生
産
諸
要
因
を
先

進
諸
国
か
ら
輸
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
二
つ
の
基
本
問
題
を
う
ま
く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
第
一
に
彼
ら
は
、

そ
れ
ら
の
諸
要
因
を
、
要
求
さ
れ
る
量
と
適
当
な
質
に
お
い
て
、
比
較
的
安

く
か
っ
有
利
な
条
件
の
も
と
に
獲
得
す
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
れ
ら
を
た
え
ず
確
実
に
補
充

し
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
第
二
に
、
そ
れ
ら
が
生
産
の
カ
と
し
て
機
能
し
成
長

ハンガリーおよびFロアティアにおける信用制度の長期的発達の指
数

I 1鰯 11m122室
信 用 機 関 の 数 9.4 

単位100万クラウン

資 本 と 準 。市 金 2，568 11.8 

預 金 127.7 5，069 8.2 

他の主要業務部門(抵当貸付，為替手形，有価 241.6i 8，702 7.9 

証券，持株，立替金〉における信用貸し

北法25(4・13)313

表7



説

の
媒
介
と
な
る
よ
う
な
仕
方
で
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
が
自
国
の
経
済
的
発
展
を
引
き
お
こ
し
国
内
的
な
生
産
諸
要
因
の
形
成
を
刺
激
す

北法25(4・14)314

論

そ
れ
ら
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
際
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
国
家
の
役
割
で
あ
り
、
国
家
の

経
済
政
策
の
主
要
な
機
能
の
一
つ
は
、
外
国
か
ら
資
本
そ
の
他
の
生
産
諸
要
因
が
流
れ
こ
み
か
つ
有
効
に
作
用
す
る
の
に
適
し
た
条
件
・

る
よ
う
な
や
り
方
で
、

制
度
・
保
証
を
打
ち
立
て
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
家
は
、
近
代
的
な
経
済
成
長
の
過
程
で
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
二
つ
の
対
立
す
る
見
解
が
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
国
家
が
経
済
成
長
や
工
業
化
の
う
え
で
決
定
的
な
役
割
を

果
た
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
完
全
な
国
家
主
権
と
独
立
が
欠
け
て
い
た
た
め
に
、

任
務
を
来
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
真
理
は
こ
れ
ら
二
つ
の
見
解
の
中
間
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
ず
国
家
の
直
接
の
役
割
を
み
れ
ば
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
そ
れ
は
日
本
や
ロ
シ
ア
の
場
合
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
つ
い
に
v

。
国
家
に
よ
る
直

接
の
経
済
的
事
業
や
施
設
は
、
比
較
的
控
え
目
な
も
の
で
あ
っ
た
。
国
有
地
は
圧
倒
的
に
森
林
が
多
く
、
国
土
の
約
六
%
を
し
め
る
に
す

ぎ
な
か
っ
た
し
、
固
有
の
鉱
山
や
工
場
は
、
工
業
に
投
ぜ
ら
れ
た
再
生
産
可
能
な
固
定
資
本
の
約
一
四
%
を
制
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
家
は
期
待
さ
れ
た

私
的
有
限
会
社
に
与
え
ら
れ
た
国
家
助
成
金
は
、
総
額
七
、
六
O
O
万
ク
ラ
ウ
ン
で
、
こ
れ
は
、
二
重
帝
国
時
代
を
通
じ
て
の
工
業
投
資

の
約
二
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
国
家
そ
の
他
の
公
共
機
関
が
購
入
し
た
工
業
製
品
も
、
製
品
出
荷
総
価
格
の
約
一
三
%
に
し
か
あ
た
ら

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
国
家
が
次
の
点
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
第
一
に
国
家
は
、

一
段
階
に
お
い
て
最
も
重
要
な
分
野
の
一
つ
で
あ
っ
た
基
礎
部
門
の
建
設
の
う
え
で
、
指
導
的
な
役
割
を
引
き
受
け
た
。
さ
ら
に
一
八
六

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
成
長
の
第

七
J
一
九
一
三
年
の
聞
に
国
家
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
に
投
資
し
た
額
は
、

ほ
ぼ
三
十
五
億
ク
ラ
ウ
ン
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
額
は
、

こ
の
期
間
の
全
投
資
額
の
約
二
O
%
を
成
し
、

一
九
一
三
年
に
は
、
再
生
産
可
能
な
固
定
資
本
の
ほ
ぼ
メ
が
、
国
家
の
所
有
に
属
し
て
い



た
。
最
初
は
、
国
家
財
源
の
圧
倒
的
部
分
は
否
応
な
し
に
近
代
的
な
国
家
組
織
庁
建
設
に
、

、、、
a

L

L
，刀

え
れ
ば
行
政
機
構
に
関
係
す
る
支
出
に
あ
て
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
次
第
に
、
予
算
の
な
か
で
直
接
・

間
接
に
唯
一
自
発
展
の
た
め
に
使
わ
れ
る
部
分
が
増
大
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
下
の
表
が
一
手
と
お

り
で
あ
る
。

外
国
資
本
と
の
関
係
で
い
え
ば

一
八
六
七

i
一
八
七
二
年
の
聞
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
が
国
債
の

形
で
借
り
入
れ
た
外
国
資
本
は
、
六

O
O、
0
0
0、
0
0
0
ク
ラ
ウ
ン
で
あ
り
、

一
八
七
三
年
か

ω 

ら
一
九
旬
、
年
に
至
る
期
間
に
は
、
さ
ら
に
て
六

0
0、
0
0
0、
0
0
0
ク
ラ
ウ
ン
が
借
り
ら

れ
て
い
る
。

オーストリア=ハンガリー二重帝国の構造と特質

第
二
に
、
経
済
的
発
展
に
つ
い
て
国
家
が
間
接
的
に
と
っ
た
方
策
も
、
見
の
が
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
間
接
的
方
策
と
は
、
成
長
を
促
進
す
る
法
律
、
租
税
政
策
や
特
恵
政
策
、
専
門
前
・
技
術
的
訓

練
の
助
長
、
外
国
貿
易
政
策
等
を
さ
刊
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
二
重
帝
国
時
代
に
ハ

ン
ガ
リ
l
国
家
は
、
も
ろ
も
ろ
の
制
限
を
う
け
独
立
と
主
権
が
不
足
し
て
い
た
と
は
い
い
な
が
ら
、

経
済
的
発
展
の
領
域
で
、
他
の
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
が
自
由
に
使
う
こ
と
の
で
き
た
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
方
法
|
|
唯
一
の
重
要
な
例
外
は
、
保
護
関
税
を
課
し
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
ー
ー
を
十

分
に
使
う
こ
と
が
で
き
た
し
、

ま
た
実
際
に
使
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の

経
済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
っ
て
差
し
っ
か
え
な
い
。

な
お
こ
れ
と
の
関
連
で
、
い
ま
一
度
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
の
補
助
金
政
策
に
ふ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
投
資
家
た
ち
は
、
競
争
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、

数

100万クラウン 支と出全体の百分比

E 王室 して

1868 1913 1868 1913 

1 国家支出全体| 3叫 2，547 4.8 

2 経済諸省の支出; 1，000 5.8 39 

3 国家の投資 l 252 5.0 

2 ~ 3 の合計| 35
1 

北法25(4・15)315

指の動活発開の家国表8



論

を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
資
本
主
義
の
自
然
の
発
展
と
一
致
し
て
い
た
か
ら
、

偏
し
た
構
造
を
徐
々
に
補
充
H

修
正
す
る
付
加
的
・
補
足
的
な
部
門
の
発
展
が
あ
と
に
続
い
た
の
は
、
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
国
家
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
一
方
に

北法25(4・16)316

説

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
企
業
に
自
己
の
資
本
を
注
入
し
な
い
よ
う
、
特
別
の
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
構
造
の
形
成
の
な
か
に
は
、
十
九
世
紀
末
ま
で
つ
ね
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
工
業
構
造
の
「
控
え
目
な
模
写
」

果
た
し
た
役
割
は
無
視
し
え
な
い
も
の
が
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
済
政
策
作
成
者
た
ち
が
故
意
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
的
発
展
を
お

く
ら
せ
よ
う
と
努
め
た
場
合
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
つ
ね
に
補
助
金
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
国
工
業
の
発
展
を
効
果

的
に
促
進
し
た
。
た
と
え
ば
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
織
物
工
業
の
確
立
を
可
能
に
し
た
も
の
は
、
十
九
世
紀
の
終
わ
り
に
下
付
さ
れ
た
国
家
の

補
尉
金
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(

1

)

剛
山
・
。
E
g
g
-
F
2
2
3
L
F
m
T
g
o
E
Z
U
2乙
D
宮
再
三
O
『
開
ロ
E勺
3
5
c
c
|
一
回
一
4

・
F
5
8
8
P
一
回
目
ア
司
・
忍
・

(
2
)
U
Z
E
ω
・

C
邑
2
・
た
吋
2
r
g
-
c
m
M
g
-
の
宮
口
問
2
5
ι
0
0〈
伶

F
E
M
O
口
円
ヨ
〈
〈
2
R
B
関
戸
『
毛
♂
一
吋
印
。
|
一
回
一
品
・
3

、H，y
m
(
u
g
u
Z
E
問
。

開
向
。
ロ
C
ヨ
X
E
z
g
q
o
『
肘
己
円
。
℃
F
〈
O戸
〈
H

W

M

J

・
ア
の
自
吋
】
ゲ
ユ
L
m
m
w
何
口
町
}
E
L
-
-
回
目
印
w
日

y

印印∞・

(
3
)
の
・
∞
ミ
ロ
ロ
ア
R
田
口
口
問
問
円
可
H
F
m
C
ロ
g
g胃
D
E
岡
田
口
聞
の
O
B
甘
円
D
E
m
o
¥
w
〉
E
Z
S
E
E
Z
ミ
J

ヘ2
内

rcor-
〈
o
一
F
E
-
-
-
u
m
m
w
同

y
N
印
ω
『
・

(

4

)

∞
2
3
L
m
g
L
m
m
F
ロ
E
-
R
何
円
。
ロ
0
5
-
n
明
白
円
件
。
『
ω
¥
裕
司
・
ミ
ω
・

(
5
U
F
B同
氏
自
己
同
E
r
-
-

五
N
宮
2
F
B
E
C
B
ま
え
血
凶
臥
7
2
F
E
白
色
5
5
i
E
芯
忘
宮
ロ
ョ
ω
N
E
L
o
r
L
u
g
-
Z
0
・
一
l
y
F
Z
Y

。
℃
-
nご
い
噌
同

y吋品・

(
6
)

宅
m
F
宅
'
月
cm丹
D
F
H，
Z
司
3
2
E
C内
向

g
ロ
C
E
r
o
s
-
Y
Z
2
ペ々
2
7
・
5
m
M
e
宅
・
ω
-
N
l
ω
一
∞
参
照
。

(
7
〉
∞
2
m
ロ
仏
邸
内
回
仏
河
川
C
M
E
E
}
w
n
o
ロ
O
B
E
明，

EM件。円切
¥
M

℃
コ
ω

(
8
)
F
E
♂
名
門
広
J

也

-
Z

本
稿
『
北
大
法
学
論
集
』
二
五
ノ
二
、
一
八
六
l
一
八
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

十
九
世
紀
末
の
土
地
所
有
関
係
は
、
カ
ト
ワ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
次
ベ

l
ジ
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
封
印
円
5
・
0
司
・
巳
昨
-
w
官
・

3
・

'" '" 10 9 、ノ ¥J



tコ

(
U
F
5・
0
司

-
n
R
L
-
G
-

(
ロ
〉
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
依
然
農
業
的
性
格
を
保
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
数
字
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
一
八
七

O
年
に
は
、
人
口
二
万
以
上
の
都
市
は
三
三
で
、
そ
の
人
口
総
計
一
、

O
七
八
、
四
六
五
人
は
、
全
国
人
口

一
五
、
五

O
九
、
四
五
五
人
の
約
七
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
九

O
年
ま
で
に
人
口
二
万
以
上
の
都
市
は

三
八
に
増
え
、
人
口
総
計
も
一
、
七
一

O
、
四
八
二
人
に
増
加
し
た
が
、
全
国
人
口
が
増
え
た
た
め
に
、
そ

の
九
・
八
%
に
し
か
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
一
八
九

0
年
代
の
著
し
い
繁
栄
の
た
め
に
、
人
口
二
万
以
上
の
都

市
の
数
は
一
九
一

O
年
に
は
六
二
に
増
え
、
人
口
総
計
は
一
二
、
一

O
五
、
六
一
六
人
に
達
し
た
。
都
市
人
口

の
こ
う
し
た
増
加
は
、
一
八
九

0
年
代
に
は
八
一
%
の
成
長
率
を
み
せ
た
が
、
全
国
人
口
が
一
八
、
二
六
回
、

五
三
三
人
に
上
昇
し
て
い
た
か
ら
、
上
記
の
都
市
人
口
の
数
字
は
、
全
国
人
口
の
一
七
%
に
達
し
た
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
ピ
』

S

E
品

E
L
』

g
o
h
P
E
P
-
z
E予
喜
四
百

3
5
Z
Z
B凹恥包

m
g
Z
N岬
Frs-

∞
口
宏
司
命
以
?
一
∞
∞
印
参
照
。
し
か
も
こ
の
統
計
は
、
都
市
化
の
割
合
を
必
ず
し
も
正
確
に
示
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
都
市
の
多
く
は
主
と
し
て
農
業
的
性
栴
を
も
っ
て
お
り
、
住
民
の
か

な
り
の
数
は
、
農
業
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
九

O
年
に
お
い
て
も
、
上
位
二
五

の
大
都
市
で
工
業
に
一
履
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、
住
民
の
わ
ず
か
一
六
・
二
%
に
す
ぎ
ず
、
他
の
都
市
で
は
、

人
口
の
一
一
・
二
%
が
工
学
、
関
係
の
仕
事
に
従
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

o
E
Z
E
2
5
p
g三
F

Fω
窓
口
苔
再

r
c
=岡
山

F

E
‘一
rfN-四
一
回

oouω
・

3
一F
E
P
E
L
河

E
r
-
-
3・
2
・司・

-
m
u
参
照
。

(
日
)
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
土
地
貴
族
の
社
会
的
・
政
治
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
後
章
で
さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
検
討
を

加
え
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ジ
エ
ン
ト
リ
ー
日
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
、
近
代
的
な
経
済
活
動
・

実
業
活
動
に
憎
悪
を
示
し
た
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
近
代
的
な
経
済
成
長
め
肌
得
条
件

を
考
え
る
際
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
の
あ
る
階
層
の
こ
れ
に
対
す
る
抵
抗
な
い
し
憎
悪
と
い
っ
た
心
理
的
要

因
が
増
幅
的
機
能
を
は
た
し
た
点
を
、
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
同

ν
-
E
S
F
-
2
ω
E
N
N
g
t
σ
2
告
。

E
l

四
百
円

r
O
P
E
-
R
E
P
S
E
Fロ
1
2
M
O
E
Eロ
舟
号
、

u
w
r
z
z
Z
2
5・
〈

c--vpzo--

剥
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クロアティア
(4.249.000ヘクターノレ)

16.6 

9.3 
5.1 

22.4 
46.3 

「ンガリー|i.230.000ヘクターノレ)I 

僧俗の大所有地 33.2
( 115ヘクターノレ以上〉

国 有地

都市および村落の領地

共同の牧場と森林 l

中・小の大きさの所有地!
( 115ヘクタール以下) I 

5.8 

9.7 

7.5 

43.8 
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で
、
国
家
の
果
た
し
た
役
割
が
か
な
り
の
程
度
に
大
き
か
っ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
し
か
に
、
農
業
の
発
展
、
道
路
や
鉄
道

の
建
設
、
大
規
模
な
鉱
業
や
冶
金
、
河
川
や
水
域
の
管
理
、
信
用
制
度
の
発
達
な
ど
に
外
国
か
ら
基
礎
的
な
投
資
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た

同

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
産
業
革
命
の
遂
行
は
不
可
能
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
一
八
九

O
年
に
至
る
第
一
期
の
聞
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
発
展
の
速
度
は
緩
慢
で
あ
り
、
そ
の
構
造
も
一
方
に
偏

し
て
い
た
か
ら
、
経
済
的
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
圧
倒
的
優
位
を
し
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
工
業
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
関
税
制
度

に
お
い
て
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
H

ハ
ン
ガ
リ
ー
銀
行
の
信
用
政
策
に
お
い
て
も
、
国
債
に
課
さ
れ
た
制
限
に
お
い
て
も
看
取
さ
れ
た
。
一

八
七
七
年
と
八
七
年
に
更
新
さ
れ
た
経
済
上
の
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
協
定
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
を
示
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
事
情
が
ま
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
化
に
と
っ
て
障
害
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。

な
ら
ば
、

オーストリア=ハンガリー二重帝国の構造と特質

し
か
し
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、

お
く
れ
た
東
欧
地
域
に
位
置
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
と
っ
て
、
経
済
成
長
の
「
テ
イ
ク
・
オ
フ
段
階
」
に
必

要
な
条
件
を
確
保
す
る
う
え
の
や
む
な
き
事
態
で
あ
り
、
近
代
経
済
の
よ
り
高
い
段
階
に
到
達
す
る
た
め
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
代
償
で

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
聞
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
大
規
模
な
資
本
の
提
供
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
、

あ
っ
た
、

ま
た
広
大
な
二
重

帝
国
の
市
場
内
で
徐
々
に
自
己
資
本
の
蓄
積
を
行
な
い
え
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
資
本
特
に
前
者
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
資
本
主
義
発

展
の
最
初
の
基
本
的
段
階
に
、
農
業
・
輸
送
・
信
用
制
度
の
改
善
な
ど
に
十
分
な
資
金
を
供
給
し
え
た
こ
と
は
、
こ
の
国
の
経
済
的
発
展

全
般
か
ら
み
て
決
定
的
に
有
利
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
際
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、

時
間
の
経
過
の
う
ち
に
重
大
な
性
格

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
流
れ
こ
ん
だ
外
国
資
本
が
、

と
こ
ろ
で
、

北法25(4・19)319

の
変
化
を
示
し
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
第
一
期
の
聞
に
も
、

一
八
八

O
年
前
に
は
外
出
資
本
は
主
と
し
て
農
業
関
係
、
国
債
お

工
業
や
銀
行
業
関
係
の
企
業
に
直
接
貸
付
け
ら
れ
た
金
額
は
少
額
で
あ
っ
た
が
、

じ
め
に
な
る
と
、
後
者
へ
の
投
資
の
割
合
が
着
実
に
増
加
す
る
と
い
う
変
化
を
み
せ
て
い
た
。

よ
び
鉄
道
建
設
等
に
投
下
さ
れ
、

一
八
八

0
年
代
の
は



説

そ
れ
に
し
て
も
、
な
お
全
体
と
し
て
外
国
資
本
が
高
い
割
合
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
基
本
的
な
投
資
と
最
初
の
準
備
の
大
部
分
は
一
八
八

0
年
代
に
終
わ
り
、
そ
の
よ
う

5命

な
前
提
の
う
え
に
一
八
九

0
年
代
に
産
業
革
命
が
成
し
と
げ
ら
れ
て
、
経
済
成
長
の
第
二
期
が
は
じ
ま
る

と
、
外
国
資
本
の
役
割
は
次
第
に
減
少
す
る
傾
向
を
示
し
は
じ
め
た
。
は
や
く
も
一
八
八

0
年
代
の
後
半

に
は
、
投
資
の
必
要
と
上
昇
し
た
圏
内
蓄
積
の
レ
ベ
ル
と
の
聞
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
せ
ば
め
ら
れ
た
た
め
に
、

外
国
資
本
の
高
い
割
合
は
も
は
や
維
持
さ
れ
が
た
く
な
り
、
そ
の
後
第
二
期
を
通
じ
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
国

内
の
利
益
と
貯
蓄
に
由
来
す
る
自
国
資
本
蓄
積
の
過
程
は
、
急
テ

γ
ポ
で
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
外
国
資

本
の
比
率
と
絶
対
額
は
共
に
減
少
し
た
が
、
こ
の
傾
向
は
、
一
九

0
0
1
一
九
一
一
一
一
年
の
聞
に
は
決
定
的

な
形
を
と
り
、
も
は
や
投
資
全
体
の
二

O
%強
し
か
外
国
の
資
金
に
た
よ
る
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

要
す
る
に
、
二
重
帝
国
の
全
期
間
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
に
投
ぜ
ら
れ
た
全
資
本
の
う
ち
、
約
2
す
は
圏
内
の

蓄
積
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
外
国
資
本
は
廷
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
訂
r

資
本
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
他
の
生
産
諸
要
因
に
も
妥
当
す
る
。
外
国
か
ら
輸
入

さ
れ
た
機
械
、
技
術
工
程
、
特
許
、
熟
練
労
働
者
、
技
師
、

企
業
家
な
ど
の
数
量
は
、
基
礎
的
段
階
の
数

十
年
間
に
急
ピ
ッ
チ
で
増
え
て
い
っ
た
が
、
そ
の
後
そ
れ
ら
の
比
率
は
|
|
お
そ
ら
く
絶
対
数
も

l
l徐

ハ

ev

々
に
減
少
の
傾
向
を
示
し
た
。
下
の
表
は
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

特
に
、
第
二
次
産
業
革
命
に
つ
な
が
る
あ
る
種
の
新
工
業
|
!
と
り
わ
け
電
気
技
術
工
業
ー
ー
に
お
い

て
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
技
術
家
た
ち
は
、
先
進
諸
国
が
っ
く
り
あ
げ
た
技
術
工
程
を
単
純
に
引
継
い
だ
り

利
用
し
た
り
し
た
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
自
身
の
新
気
軸
と
創
案
を
通
じ
て
そ
の
発
展
に
寄
与
し
た
、
と
い

ハンガリーおよびク戸アテイアで認可された特許と免許

数 百 分 比

1913 成長率 1881/85 I 1913 
外国のもの 2，347 3，082 0.9 95.7 72.4 

国内のもの 106 1，179 8.4 4.3 27.6 

100 

北法25(4・20)320

表10
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ハンガリーおよびクロアティアで工場工業によって付加された価値(時価による〉

単位 100万クラウン 百 分 比

1898 1913 1898 1913 

鉄，鋼鉄その他の金属 84 260 16.3 22.5 

機械，輸送設備 68 108 13.1 9.3 

電 気 と カ' ス 27 44 5.2 3.8 

イじ A寸4ニbー 製 品 25 60 4.8 5.2 

建 築 資 材 22 80 4.3 6.9 

重 工 業| 47.7 

木材および木材製品 53 115 10.3 10.0 

織 物 18 62 3.5 5.4 

衣 類 6 14 1.2 1.2 
皮 革 6 26 1.2 2.2 

紙 7 17 1.4 1.5 

印 帰Ij 10 29 1.9 2.5 

軽 工 22.8 

食 口'"日 工 29.5 

総 100 

表11

わ
れ
て
い
る
。

第
二
期
に
は
、

工
業
構
造
も
い
っ
そ
う
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
構
造
上
の
ゆ
が
み
は
一

九
O
O年
以
後
著
し
く
是
正
さ
れ
て
、

一
九
一
三
年
ま
で

に
、
工
業
所
得
の
ニ

O
Z強
は
軽
工
業
に
起
因
す
る
も
の

に
な
っ
て
い
た
が
、

と
り
わ
け
織
物
工
業
が
成
長
を
速
め

る
と
と
も
に
重
要
性
を
増
し
、
先
立
つ
時
期
の
ゆ
が
み
の

是
正
に
寄
与
し
た
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
る
。
上
の
表
は
、

以
上
の
傾
向
を
一
示
す
も
の
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
構
造

が
最
初
の
諸
困
難
の
の
ち
に
次
第
に
良
好
な
比
率
を
示
し

は
じ
め
、

一
九
一
四
年
ま
で
に
、

か
な
り
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
、
生
育
可
能
な
経
済
と
い
う
目
標
に
近
づ
い
た
こ
と

を
、
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
農
業
も
、
こ
の
時
期
に
は

い
っ
て
、
集
約
的
発
展
に
向
か
う
傾
向
を
現
わ
し
は
じ
め

た
こ
と
を
、
付
記
し
て
お
こ
う
。

北法25(4・21)321

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
第
二
期
に
は
い

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
予
算
は
安
定
し
、
そ
の
財
政
的
依

存
関
係
も
減
少
し
、
二
重
帝
国
内
で
の
経
済
的
重
要
性
は

って、
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増
大
し
た
。
下
の
表
は
、
第
一
期
と
第
二
期
の
聞
の
経
済
成
長
の
差

を
、
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。

言命

)
の
よ
う
な
改
善
さ
れ
た
経
済
状
態
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

一
八
九
七
年
と
一
九

{
印
〉

O
七
年
の
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
協
定
に
も
影
を
落
し
て
い
る
。

重
帝
国
の
関
税
政
策
や
信
用
政
策
に
反
映
し
、

以
上
の
考
察
を
簡
単
に
ま
と
め
よ
う
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
成
長

の
顕
著
な
特
徴
の
一
つ
は
、
そ
の
過
程
で
、
先
進
諸
国
か
ら
輸
入
さ

れ
た
生
産
の
諸
要
因

|
l資
本
・
生
産
設
備
・
技
術
的
工
程
・
特
許

-
専
門
家
・
技
師
・
企
業
家
な
ど
ー
ー
が
絶
大
な
役
割
を
果
た
し
た

」
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
要
因
の
輸
入
と
利
用
は
、
政
治
的
な
お

し
つ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
な
し
に
は
経
済
成
長
を
開
始
し
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
経
済
的
な
必
要
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
輸
入
さ
れ
た
生
産
諸
要
因
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

圏
内
の
経
済
的
発
展
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
、
主
と
し

て
輸
入
国
の
経
済
構
造
や
制
度
に
、
ま
た
近
代
的
な
経
済
成
長
の
諸

要
求
に
対
す
る
そ
の
国
の
適
応
能
力
に
依
存
し
た
。
こ
の
点
で
、
第

1850~1913年のハ γガリーの経済的発展にかんする若干の重要な指数

年 人 鉄
機械 株総式額資本の iウ/単lnン位門官り・〆力ヰノ)工

業キ ロコ1萱ロ
力馬

労-
メ 信 抵 有産
皇 l 。〉

{動 用 当 限芽:
ト

総計
者 機 賞会

度 口 程¥ノレノ 数
関 用 任社

1850 13，200，000 178 B，571! 19 

1867~70 15，400，000 2，200 729 219 200 
(1863年〉 (1873年〉

1880 15，600，000 7，200 (186834，8年69〉 110，000 1，848 448 
271 

17，40問。111，叫 374 

札30叩 oiIW01(1i;出 703 

山付 22，0001 -)山~) 13，197) 620，0001 13，197 1，512 
(1913年〉

北法25(4・22)322

表12



一
次
大
戦
前
の
東
欧
諸
国
の
発
展
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
る
。
第
一
の
タ
イ
プ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
シ
ア
等
の

そ
れ
で
あ
り
、
第
二
の
タ
イ
プ
は
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
部
門
へ
の
外
国
資
本
の
大
規
模
な
投

下
が
、
国
民
の
所
得
と
貯
蓄
を
増
加
し
て
国
内
の
資
本
蓄
積
を
促
し
、
園
内
に
お
け
る
生
産
諸
要
因
の
発
展
を
刺
激
し
た
。
最
初
の
基
礎

的
成
長
の
段
階
で
は
、
基
礎
部
門
の
建
設
と
結
び
つ
い
た
投
資
が
高
い
割
合
を
示
し
た
が
、
そ
の
後
資
本
蓄
積
の
構
成
と
投
資
の
出
所
は

徐
々
に
変
化
し
、
国
内
的
蓄
積
の
割
合
が
増
加
す
る
反
面
、
輸
入
資
本
の
割
合
が

l
iの
ち
に
は
絶
対
額
さ
え
も

i
l減
少
す
る
傾
向
を

み
せ
た
の
で
あ
る
。

口

」
の
点
に
わ
れ
わ
れ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
バ
ル
カ
ン
諸
国
の
相
違
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
も
第
一
次
大
戦
前
お

び
た
だ
し
い
外
国
資
本
が
流
れ
こ
ん
だ
が
、
そ
れ
は
急
速
な
全
面
的
経
済
成
長
を
生
ま
ず
、
産
業
革
命
を
も
た
ら
し
も
せ
ず
、
国
内
的
な

生
産
諸
要
因
の
形
成
を
刺
激
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
輸
入
資
本
の
大
部
分
は
、
生
産
的
な
投
資
に
向
け
ら
れ
ず
に
経
済
以
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
政
治
的
目
的
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
た
め
高
度
の
負
債
、
財
政
上
の
債
務
超
過
、
国
際
的
支
配
を
も
た
ら
す
結
果
に
な
り
、
一
言
で
い

え
ば
、
経
済
的
・
政
治
的
な
依
存
関
係
を
増
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
工
業
化
は
ま
っ
た
く
制
限
さ
れ
、
一
方
に
偏
し
た
表
面
的
な
も
の
と

な
り
、
少
数
の
孤
立
し
た
地
域
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
外
国
資
本
は
主
と
し
て
搾
取
可
能
な
工
業
に
流
れ
こ
み
、
低
賃
銀
か
ら
得
ら
れ

る
極
端
な
利
益
を
そ
の
固
か
ら
奪
い
、
し
か
も
そ
れ
は
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
そ
の
国
に
注
目
す
べ
き
経
済
成
長
過
程
の
始
ま
る
こ
と
を

妨
げ
た
の
で
あ
る
。

オーストリア=ハンガリ一二重帝国の構造と特質

(
1
)
Fロ
P
F
o司

-
n
F
L
-
M∞N
.

(
2
〉
た
と
え
ば
、
一
八
五
二

t
一
八
八
一
年
の
間
に
中
欧
に
投
下
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
資
本
二
、
八
O
O、
0
0
0、
0
0
0
フ
ラ
ン
の
う
ち
、
八
O
O、

0
0
0、
0
0
0
フ
ラ
ン
は
国
債
に
、
一
、
四
五
O
、
0
0
0
フ
ラ
ン
は
鉄
道
建
設
に
投
資
さ
れ
、
工
業
や
銀
行
業
関
係
の
企
業
に
貸
付
け
ら
れ
た
の

は
、
総
額
わ
ず
か
五
五
O
、
0
0
0、
0
0
0
フ
ラ
ン
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
八
八
0
年
代
の
は
じ
め
に
な
る
と
、
工
業
や
銀
行
業
関
係
へ
の
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説

投
資
の
割
合
は
着
実
に
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
中
・
東
欧
の
大
部
分
の
国
で
は
、
最
新
の
銀
行
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
外
国
資
本
に
よ
っ
て
促
進
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
∞
2
8
L
E
ι
H
N
E
E
-
O司
-
i
庁
・
匂
一
芯
・

(
3
〉
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
最
近
の
研
究
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
成
長
が
十
九
世
紀
末
お
よ
び
二
十
世
紀
の
は
じ
め
に
う
ま
く
進
ん
だ
こ
と
を
認
め
る
点
で
一

致
し
て
い
る
が
、
し
か
し
若
干
の
見
解
の
相
違
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
田
町
河
口
ι
と

HCHEZ
は
、
国
民
所
得
の
最
大
の
成
長
を
一
九
O
O
l
一
九
一

三
年
の
時
期
に
見
出
し
て
い
る
が
、

F
Z
m
は
、
工
業
の
生
産
高
で
は
か
ら
れ
る
最
大
の
成
長
は
一
八
八
七
J
一
八
九
九
年
の
鉄
道
プ
l
ム
の
聞
に
生

じ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
者
の
視
点
の
微
妙
な
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
わ
た
し
に
は

F
E
m
の
方
が
い
っ
そ
う
正
礁
で
あ
る
よ
う
に
み

え
る
。

F
ヨ
一
品
ミ

-a-
。
戸
参
照
。

(
4
)

外
国
の
投
資
は
、
一
八
六
七
J
七
一
一
一
年
に
は
全
投
資
の
六
O
%
を
し
め
た
が
、
一
八
七
三

t
一
九
O
O
年
に
は
三
五
%
に
、
ま
た
一
九
O
O
J
一
一
一
一

年
に
は
二
四
%
に
減
退
し
た
。
∞
何
百
ロ
デ
ロ

-
Eロ
r
r
zえ
F
O
E
-
2
3
r
o
g
E
3
5
L
F
Z乙
ω
r
Eヨ
c
F
E
C口当日凶
'Nω
凶

ω一
参
照
。

(
5〉

F
E
P
D司
・
口
広
J

℃
・
∞
印
・
な
お
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
資
本
蓄
積
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
切
吋
円
。

E
E
L
H
N
E
E
-
E吋，
t
Z
E
E
B
O
N含
会
ロ
3
N
E

r
z
E乙
2H二
∞
田
下
ー
-uζ
・
5
4
r
Z
5
r
u
F
m
N
m
E
F
3
8・
2
。
.
日
二
之
島
5
E
r
5
r
cヨ
2
2
5
L
同
名
H
g
r
r
E
g
z
g
z
g
g
dコ問日ロ・

石田吋

l
-∞}ムョ

E
ω
2
E
l
H
w
g
g弓
口
河
内
耳
R
n
r
g
c口同
Z
E
m
g
q
c『

E
m丹
l
p三
日
-
E
H
C宮
参
照
。

(
6
)
E
F
C司
・
口
広
・
・
唱
・

-
N
0
・

(
7
)
F
5・
0

司
自
?
司
・

8
・

〈

8
)
F
5・
0
℃・

2
7
司・

5.

(
9
)
阿
向
岳
部

F
D同
y
a
f
司
-

M

∞ω
・

(
叩
)
回
目
祭
・
0
匂
・
巳
?
司
-

M
∞N
・

(
円
)
東
欧
諸
国
に
お
け
る
投
資
と
外
国
資
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

F
3邑
E
L
E
D
r
f
開

8
ロ
C
E
R
O
σ
E
C吉
再
三

E
F
a
h
z
z
-
E
B宮

5
5
σ

一2
7
8仏

N
2
7
Pロ門戸円ア

Zσ
唱
J

ヘ2
F
一
回
立
第
五
章
参
照
。

5命

八

経
済
面
の
総
括
的
考
察

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
も
う
一
度
「
三
」
の
最
初
に
立
ち
返
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
の
課
題
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
政
治
的

な
つ
な
が
り
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
経
済
的
に
不
利
な
従
属
的
地
位
に
お
き
、
そ
の
後
進
性
お
よ
び
構
造
的
な
ゆ
が
み
の
主
要
な
原
因
と
な
っ
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た
、
と
い
う
従
来
の
見
解
の
正
否
を
、
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
た
め
に
設
定
し
た
四
つ
の
視
点
を
め
ぐ
っ
て
当
時

の
多
く
の
経
済
的
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
、
上
述
の
見
解
は
多
く
の
点
で
修
正
を
要
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
両
国
間
の
政
治

的
な
つ
な
が
り
は
、
た
し
か
に
あ
る
種
の
不
利
な
経
済
的
結
果
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
も
た
ら
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
不
利
益
が
利
益
に
よ
っ

て
償
わ
れ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
の
利
益
の
う
ち
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
成
長
の
観
点
か
ら
特
に
重
要
な
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
当
時
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
他
の
東
欧
諸
国
と
同
じ
く
、
近
代
経
済
へ
の
移
行
を
い
か
に
し
て
果
た
す
べ
き
か
、
経
済
的
後
進
性

同

の
諸
条
件
の
も
と
で
工
業
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
い
か
に
し
て
資
金
を
提
供
す
べ
き
か
、
と
い
っ
た
歴
史
的
難
問
を
背
負
っ
て
苦
し
ん
で
い

た
が
、
二
重
帝
国
内
に
位
置
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
比
較
的
好
都
合
な
条
件
を
つ
く
り
出
し
た
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
結
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
諸
要
因
|
|
資
本
・
特
許
・
技
術
的
工
程
・
専
門
家
な
ど
ー
ー
の
自
由
な
流

動
な
い
し
循
環
と
い
う
有
利
な
事
情
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
四

O
O
O万
な
い
し
五

0
0
0万
の
住
民
を

も
っ
二
重
帝
国
全
体
に
ま
た
が
る
大
統
合
市
場
の
存
在
で
あ
っ
て
、
こ
の
市
場
は
、

オーストリア=ハンガリ一二重帝国の構造と特質

る
と
同
時
に
、
専
門
的
分
化
と
協
力
関
係
を
つ
く
り
出
し
、

献
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
増
大
す
る
農
産
物
の
処
分
を
保
証
す

ま
た
そ
れ
な
り
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
化
に
刺
激
を
与
え
、
そ
の
発
達
に
貢

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
二
重
帝
国
の
経
済
生
活
に
お
い
て
支
配
的
地
位
を
し
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
さ
り
と
て
ま
た
、
抑
圧
、
強
奪
な
い

し
半
値
民
地
と
い
っ
た
言
葉
の
意
味
す
る
よ
う
な
従
属
的
画
家
で
は
な
か
っ
た
。
両
国
間
の
経
済
関
係
は
、
基
本
的
に
は
、
オ

l
ス
ト
リ

ア
の
圧
制
的
な
民
族
主
義
政
策
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
資
本
主
義
発
展
の
自
然
法
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。

ハ
ン
ガ
リ

ー
の
経
済
的
後
進
性
お
よ
び
そ
の
農
業
的
性
格
は
、
二
重
主
義
の
直
接
の
結
果
で
は
な
く
、

そ
の
根
は
、
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
長
い
歴
史

的
経
過
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
二
重
帝
国
に
お
け
る
発
展
の
お
く
れ
た
弱
体
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
か
ら
、
資
本
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刊
花

主
義
的
協
力
の
意
味
で
、
二
重
帝
国
内
に
存
在
し
た
分
業
の
体
制
に
依
存
し
た
の
で
あ
っ
て
、
二
重
帝
国
時
代
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ

γ

ガ
リ
!
と
の
つ
な
が
り
は
、
む
し
ろ
双
方
に
と
っ
て
、
経
済
成
長
に
お
け
る
補
足
的
・
刺
激
的
な
要
因
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

~/-，.. 

"1flJ 

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
側
か
ら
い
え
ば
、

と
り
わ
け
第
一
期
に
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
連
繋
に
よ
っ
て
不
刺
益
よ
り
以
上
に
利
益
を
得
て
い
た

」
と
は
、

た
し
か
で
あ
る
。

し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
二
重
帝
国
の
経
済
的
発
展
が
、
両
半
部
の

経
済
的
な
レ
ベ
ル
の
差
を
減
少
さ
せ
、
全
帝
国
の
統
合
的
・
求
心
的
な
力
と
し
て
作
用
し
た
面
を
、

一
方
的
に
強
調
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
的
発
展
は
け
っ
し
て
マ
ジ
ャ

l
ル
人
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
間
の
対
立
や
緊
張
を
終
わ
ら
せ
は

し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
し
ば
し
ば
ふ
れ
た
が
、
こ
こ
で
い
ま
一
度
、
若
干
敷
街
し
な
が
ら
整
理
し
て
お

き
た
い
。
二
重
帝
国
の
共
同
市
場
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
業
化
に
と
っ
て
一
つ
の
阻
止
的
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り

で
あ
る
。
あ
ら
た
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
弱
体
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
工
業
を
守
る
た
め
の
保
護
関
税
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
強
力
な
オ

l
ス
ト
リ

ア
企
業
は
、
食
料
品
加
工
以
外
の
大
部
分
の
工
業
部
門
で
優
位
を
し
め
、
あ
る
程
度
ま
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
、
帝
国
内
の
よ
り
高
度
に
発
達

し
た
地
域
の
た
め
の
食
糧
と
原
料
の
供
給
地
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
経
済
発
展
の
水
準
に
み
ら
れ
る
こ
う
し
た
落
差
は
、
世
紀
転
換

そ
の
た
め
に
、
両
者
の
聞
に
存
在
す
る
現
実
的
諸
条
件
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
、
工
業
化
の
発
展
に
伴
う
実
質
的
な
経

円

4
v

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
聞
の
緊
張
の
源
泉
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
第
一
期
に
お
け
る

の
こ
ろ
ま
で
変
化
せ
ず
、

済
的
改
善
の
見
込
み
と
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー

u
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
背
景
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
共
同
関
税
地
域
の
存
在
は
実
際
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
成
長
を
一
方
的
に
抑
圧
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、

ハ
ン
ヤ
刀

リ
!
の
工
業
化
を
妨
げ
た
主
要
な
障
害
は
、
こ
の
国
に
お
い
て
な
お
支
配
的
で
あ
っ
た
後
進
的
・
封
建
的
な
社
会
経
済
組
織
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
多
く
は
、
社
会
的
・
経
済
的
変
革
を
伴
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
完
成
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
除
去
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
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ど
も
、
こ
の
よ
う
な
進
路
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
土
地
貴
族
の
利
害
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
か
ら
、
工
業
化
を
妨
げ
て
い
る
す

べ
て
の
障
害
を
、
共
同
闘
税
地
域
に
由
来
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
不
利
な
地
位
の
せ
い
に
し
、
こ
の
点
を
強
調
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
的

感
情
を
か
き
立
て
る
ほ
う
が
、
彼
ら
に
は
は
る
か
に
容
易
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
十
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
両
国
間
の
交
渉

の
際
に
は
、
独
立
関
税
地
域
を
形
成
す
る
権
利
の
問
題
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
専
門
家
・
工
場
主
・
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
一
般

に
よ
っ
て
論
議
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
各
種
の
政
治
的
意
見
を
代
表
す
る
扇
動
政
治
家
た
ち
が
手
に
し
た
武
器
で
も
あ
っ
た
。

一
九

O

(ニコ

。
年
ま
で
に
、
関
税
地
域
の
共
同
か
独
立
か
と
い
う
問
題
は
、

士
od

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
次
の
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
独
立
関
税
地
域
を
要
求
し
た
公
然
た
る
理
由
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
界
に
お
け
る
最
も
重
大
な
争
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
の

ン
ガ
リ
!
工
業
の
後
進
性
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
経
済
的
文
献
が
表
面
的
な
議
論
に
終
始
し
、
ま
た
政
治
的
な
妥
協

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
独
立
関
税
地
域
を
要
望
し
た
主
要
な
理
由

オーストリアニハンガリ一二重帝国の構造と特質

が
成
立
し
た
場
合
に
問
題
の
経
済
的
側
面
が
無
視
さ
れ
て
い
る
点
を
み
れ
ば
、

は
、
む
し
ろ
政
治
的
・
民
族
主
義
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
共
同
関
税
地
域
の
問
題
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
政
治
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
生
み
出
し
た
こ
と
が
、
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
工
業
化
の
進
展
は
、

や
が
て
い
っ
そ
う
現
実
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
感
情
を
よ
び
お
こ
す
要
因
と
な

っ
た
。
経
済
的
発
展
と
と
も
に
上
昇
し
た
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、

〈

6
}
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
競
争
的
な
商
品
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
に
い
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

げ
た
第
二
期
、
特
に
一
九

O
一
年
か
ら

O
五
年
に
か
け
て
、
二
重
帝
国
は
、 ハ
ン
ガ
リ
ー
の
生
産
物
に
よ
る
国
内
市
場
の
独
占
的
支
配
を
要
求

ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
が
成
長
を
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
聞
の

利
害
の
対
立
を
め
ぐ
っ
て
、
重
大
な
経
済
的
・
政
治
的
危
機
に
直
面
し
た
。
支
払
わ
る
べ
き
分
担
金
に
つ
い
て
の
争
い
、
軍
隊
の
装
備
を

め
ぐ
る
争
い
、
経
済
政
策
の
決
定
に
か
ん
す
る
争
い
な
ど
は
、
二
重
帝
国
の
政
治
構
造
を
知
ら
ぬ
聞
に
害
う
傾
向
を
も
っ
て
い
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
聞
の
利
害
の
衝
突
は
す
べ
て
の
国
に
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
多
民
族
帝
国
で
は
、
こ
う
し
た
論
議
は
つ
ね
に ノ、
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説

民
族
的
衝
突
の
形
を
と
る
危
険
を
含
ん
で
い
た
。
そ
の
詳
細
な
分
析
は
他
の
機
会
に
譲
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
二
三
の
事
例
を
あ
げ

る
な
ら
ば
、

は
や
く
も
一
九

O
一
年
、

プ
ダ
ペ
ス
ト
の
市
会
は
独
立
の
関
税
地
域
を
要
求
し
、
こ
れ
は
商
工
会
議
所
に
よ
っ
て
も
支
持
さ

論

れ
た
。
ま
た
翌
年
の
商
工
会
議
所
全
国
会
議
は
、
「
わ
が
国
の
経
済
的
繁
栄
は
何
よ
り
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
関
税
同
盟
の
廃
止
に
か
か
っ

て
い
る
」
と
い
う
趣
旨
の
決
議
を
採
択
し
た
。
一
九

O
二
年
に
設
立
さ
れ
た
工
業
家
国
民
連
合

Z
E
E
E
-
司
包
2
2
Eロ
え

E
2ロl

こ
れ
は
真
の
大
工
業
家
た
ち
の
機
関
で
あ
っ
た
ー
ー
も
、
市
場
の
確
保
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
工
業
に
と
っ
て
本
質
的
意
味
を

一
九

O
二
年
か
ら

O
五
年
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
関
税
同
盟
に
反
対
し
た
。
し
か
し
商
工
会
議
所
の
な

町
内
戸
内
合
同
吋
角
川
同

m
w
i
l
l
-

も
っ
と
い
う
立
場
か
ら
、

か
で
も
、
商
業
関
係
者
は
工
業
家
た
ち
よ
り
も
関
税
同
盟
の
維
持
に
よ
り
強
い
関
心
を
も
ち
続
け
て
い
た
し
、
若
干
の
工
業
家
も
ま
た
関

税
同
盟
の
維
持
に
好
意
的
な
議
論
を
行
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
競
争
か
ら
生
ず
る
不
利
益
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
財
政

的
援
則
、
比
較
的
安
い
信
用
貸
し
等
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
と
主
張
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
高
い
信
用
評
価
を
得
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
の
銀

行
は
、
有
利
な
条
件
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
的
発
展
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
般
に
一
九

O

七
年
以
後
、
関
税
同
盟
に
か
ん
す
る
論
争
は
ほ
と
ん
ど
影
を
ひ
そ
め
た
の
で
あ
る
。
第
二
期
に
も
な
お
、
二
重
帝
国
の
一
員
で
あ
る
こ
と

の
経
済
的
利
益
は
完
全
に
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
旧
い
社
会
的
・
政
治
的
体
質
は
依
然
続
い
て
い
た
か
ら
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
提
携
に
根
本
的
利
益
を
見
い
だ
す
自
由
党
の
勢
力
も
け
っ
し
て
小
さ
く
は
な
く
、
彼
ら
は
独
立
党
に
強
く
影
響
さ
れ

な
が
ら
も
、
相
変
わ
ら
ず
二
重
主
義
体
制
の
確
保
を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

一
八
六

0
年
代
か
ら
第
一
次
大
戦
に
至
る
時
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
近
代
的
経
済
成
長
の
過
程
は
、
先
駆
者
で
あ
る
イ
ギ
リ

ス
の
成
長
と
も
、

そ
れ
に
続
い
た
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の
そ
れ
と
も
異
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
東
欧
的
成
長
モ
デ
ル
の
特
殊

な
一
変
種
と
い
う
の
が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
近
代
的
な
経
済
成
長
と
資
本
主
義
的
工
業
化
に
の
り
出
し
て
、

か
な
り
の
成
功
を
収
め
、
先
進
工
業
諸
国
に
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
発
展
途
上
国
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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伝
統
的
な
経
済
条
件
の
も
と
に
停
滞
し
て
い
る
後
進
諸
国
の
聞
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
引
き
あ
げ
た
も
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
半
世
紀
に
わ
た

る
成
長
の
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
二
重
帝
圃
時
代
五

0
年
間
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
近
代
的
経
済
成
長
の
過
程
を
、

主
と
し
て
最
近
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
史
学

の
量
的
分
析
を
手
が
か
り
に
考
察
し
、

そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
の
経
済
成
長
が
成
功
の
面
を
多
分
に
も
つ
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

∞ 
し
か
し
、
も
し
こ
の
パ
ラ
色
の
結
論
に
満
足
し
て
考
察
を
止
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
真
の
歴
史
的
分
析
の
名
に
値
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
近
代
化
の
努
力
は
一
方
で
か
な
り
の
成
功
を
み
せ
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
他
方
、
か
な
り
の
つ
ま
づ
き
を
み
せ
た
こ
と
も
事

ま
た
、
成
長
に
伴
う
犠
牲
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

実
で
あ
り
、

オーストリア 2 ハンガリ一二重帝国の構造と特質

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
に
先
立
つ
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
急
速
な
経
済
成
長
も
、
こ
の
国
の
社
会
構
造
の
旧
い
性
格
|
!
大
土

地
所
有
や
封
建
制
の
残
浮
|
|
の
一
掃
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
し
、
生
活
水
準
の
改
善
と
い
っ
た
主
要
な
社
会
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。
二
十
世
紀
に
は
い
っ
て
、
マ
ジ
ャ

l
ル
人
と
従
属
諸
民
族
の
聞
の
対
立
が
か
え
っ
て
激
化
し
た
こ
と
も
、
周
知
の
事
実

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
長
期
的
成
長
の
量
的
表
示
の
う
ち
に
プ
ラ
ス
の
面
が
現
わ
れ
て
い
る
反
面
、
生
産
と
分
配
の
関
係
の
う
ち
に
マ
イ

ナ
ス
の
面
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
経
済
的
高
揚
か
ら
生
じ
た
利
益
は
、

ま
ざ
ま
な
生
産
部
門
の
聞
に
、
所
有
者
と
労
働
者
の
間
に
、
ま
た
諸
民
族
の
聞
に
、
む
し
ろ
不
平
等
に
分
配
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
と
り
わ
け
、
成
長
に
つ
な
が
る
犠
牲
は
主
と
し
て
労
働
者
階
級
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
、
彼
ら
の
う
え
に
負
担
が
の
し
か
か
り
、
し

か
も
彼
ら
は
、
経
済
成
長
の
結
果
と
利
益
か
ら
ほ
と
ん
ど
思
恵
を
こ
う
む
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
経
済
成
長
の

発
展
は
社
会
の
近
代
化
な
い
し
民
主
化
を
も
た
ら
さ
ず
に
、

か
え
っ
て
社
会
的
緊
張
や
矛
盾
を
増
大
さ
せ
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
工
業
化
の
歩
調
の
不
均
等
か
ら
生
じ
た
社
会
的
間
隙
の
増
大
が
、
既
存
の
民
族
的
分
裂
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う え』
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説

とか
し、。
わこ
なれ
くら
て諸
は問
な題
らの
な解
い5明
。は

オ
ー
ス
ト
リ
ア

u
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
の
構
造
と
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
の
、

不
可
欠
の
作
業

三子'L>晶

画間

そ
こ
で
次
に
、
純
経
済
的
見
地
か
ら
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
こ
の
時
期
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
社
会
的
諸
階
層
の
性
格
お
よ
び
そ
れ
と
重

な
り
あ
っ
た
諸
民
族
問
の
関
係
を
立
入
っ
て
考
察
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
Q

こ
の
国
で
は
、

地
主
貴
族
は
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た

の
か
。
経
済
成
長
に
伴
っ
て
新
し
く
登
場
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
な
ぜ
社
会
を
近
代
化
す
る
重
要
な
推
進
力

た
り
え
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
経
済
成
長
は
、
各
地
の
従
属
諸
民
族
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、
支
配
民
族
で
あ
る

マ
ジ
ャ

l
ル
人
と
彼
ら
と
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
複
雑
な
関
係
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
の

1
1ー
そ
の
実
態
と
原
因

の
ー
ー
‘
詳
細
な
検
討
は
、
本
稿
の
範
囲
を
越
え
る
仕
事
で
あ
る
が
、

と
り
あ
え
ず
次
章
以
下
で
、
大
体
の
見
通
し
を
つ
け
問
題
点
の
所
在

を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
次
章
で
は
、

さ
ら
に
続
く
章
で
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
社
会
的
諸
階
層
と
民
主
化
の
可
能
性
の
問
題
が
ま
と
め
て
考
察
さ
れ
、

マ
ジ
ャ

l
ル
人
と
他
の
従
属
諸
民
族
の
聞
の
民
族
的
対
立
の
背
景
が
社
会
経
済
的
角
度
か
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

(
1
)

こ
の
見
解
の
最
近
の
代
表
者
は
の
}
〉
同
，
c
F巳
で
、
次
の
二
つ
の
著
作
の
う
ち
に
は
っ
き
り
表
現
さ
れ
て
い
る
。
〉
宮
g
a巴
関
?
一
昨

g。
仲
間
出
門
臥
:

丹

R
E
E
E
E『
美
子
L
P
q
R
G
E
t
s
-
一∞ち

l
一
∞
舎
∞
長
官
同
・

-84
一〉

N
E一
一
品
円
安
m
p」
-
K
L
2
r
E口
H
O
E
-
-
5
5
3
m一
広
志
招

ω

自
己

E山
間
苫
「
向
日
仏
印
mm
百
円
安
広
口
忠
岡
『
科
目
宮

p
、
叫
ん
い
円
窓
口
己

EHω
開

g
r・
-
u
g
w
Z
0
・
一
-

(
2
)

オ
ー
ス
ト
リ
ア
自
身
も
債
務
国
で
あ
り
、
外
国
か
ら
金
を
借
り
た
が
、
そ
れ
は
、
借
り
た
金
を
レ
っ
そ
う
高
利
率
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
貸
す
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
こ
の
後
進
パ
ー
ト
ナ
ー
の
資
本
の
需
要
を
充
た
す
の
に
力
を
か
す
目
的
で
、
自
国
の
外
国
に
お
け
る
い
っ
そ
う
高
い
信
用
評
価
を
利
用
し

た
面
を
も
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
輸
入
資
本
の
た
め
に
年
々
五
0
0、
0
0
0、
0
0
0ク
ラ
ウ
ン
以
上
の
利
子
を
支
払
っ
た
が
、
そ
の
か
な

り
の
部
分
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
帰
し
、
そ
れ
は
ま
た
し
ば
し
ば
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
再
投
資
さ
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
多
額
の

利
息
は
、
こ
の
闘
の
急
速
な
近
代
化
の
た
め
の
代
償
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

F
Eコア

8
・。一件
J

匂
・
日
記
参
照
。

北法25(4・30)330



同

〈

3
)
∞日円。ロハ
HPH2L
問

E
r
-
-
2
0
a
z
-
2
2
仏
尽
回
口
門
-ca
ュσ
C
E岡山『口
ω
《H
E
N
D
-
r
r
p
E
d
L
2
Z
F
E
〈
2
四一
o
r
r
Nロ
ハ
同
四
日
開
5
0門出
m
s
Z
ω
宮(出

g

Nロ
円
。
印
E
E
与
な

L
2
B
U
Z
B
K
E
R
r
-
E官
官
口
7
3
ζ
O
B司
会
円
。
恒
三
広
告
白
司
王
3
8
2
・
FLω
宮
ωグ
一
回
目
ア
∞

-Mミ
I
M∞∞・

(
4〉
〉

-
2
2
L
2
C句円山口
r
o
z
r
s
p
H
w
g
gヨ山口

HWRr者
ω吋門
-
5
ω
ω
E
E
aロユ
E
-
F門ω目出口
Z
Z
-
〉
回

q
o
r
q同
居
留
3
・
。
自
己
ず
ユ
品
目
0・
ζ
白

mm・
-
-
u
m
N
・

百・∞

〈

5
〉
ド
イ
ツ
の
場
合
と
同
じ
く
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
も
、
工
業
化
の
思
想
は
当
初
か
ら
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
H

リ
ス
ト
の
学
説
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
い
い

か
え
れ
ば
、
民
族
主
義
的
な
思
想
は
、
つ
ね
に
経
済
的
ス
ロ

i
ガ
γ
の
マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ
て
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

F
2
E
E《山削
NEr--

公開口
D
口
c
g戸口司
m
M

円件。門
ω
¥泊
四

y

一吋
0

・

ハ
6
〉
た
と
え
ば
、
一
九
一
二
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
機
械
生
産
は
、
圏
内
の
需
要
の
約
三
O
一
%
を
充
た
し
た
に
す
、
ぎ
ず
、
ま
た
同
じ
年
に
、
国
内
消

費
に
必
要
な
織
物
の
二
五
J
一
一
一
O
W
A
し
か
、
ま
た
紙
と
皮
革
は
四
O
%
し
か
、
園
内
で
は
生
産
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
工
業
は
、

新
し
い
国
外
市
場
の
獲
得
で
は
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
市
場
の
よ
り
大
き
な
シ
ェ
ア
を
い
か
に
し
て
獲
得
す
る
か
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

刀品口
rf
。
。
ョ
ョ
。
ロ
Z-
〉
5
丹ユ
E
E
E
g
q
J円
g
号

cor・
呂
田
〕
ア
〈
c-・
ョ
・

HJ-H--
古・町田

(
7
)
河
台
-
子
。
℃
円
一
昨
J

℃
・
呂
町
・

(
8
)

た
と
え
ば
、
チ
エ
コ
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
史
の
権
威
で
あ
る
間
町

F
r
教
授
は
、
帝
国
の
崩
壊
に
先
立
つ
十
五
年
間
に
お
こ
っ
た
経
済
的
発
展
は

二
重
帝
国
内
に
お
け
る
求
心
的
勢
力
よ
り
も
む
し
ろ
遠
心
的
な
カ
を
強
化
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
提
起
を
う
け
と
め
て
、
考

察
を
即
席
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
?
と
穴
v
r
F
U
百
三
ユ
R
E
E
K
Zロ
C
E
邑
Nt問
。
母
印
む
兵
2
3。
E
R
r
-
E四
3
2
7
3
H
5
3
3
-
2
2
5
5

L
2
ぐ
2
r
日間
ω
N
m
F
p
p
r
p
-
U
玉
参
照
。

オーストリア=ハンガリ{二重帝国の構造と特質

北法25(4・3])331


